
第
58
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
富
山
県
大
会

交
通
安
全
へ
の
提
言

　

富
山
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
に
は
、平
素
よ

り
地
域
の
交
通
安
全
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と

御
支
援
を
賜
わ
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、先
般
、実
施
さ
れ
ま
し
た「
夏
の
交
通
安

全
県
民
運
動
」に
際
し
て
は
、街
頭
で
の
広
報
啓
発
、

交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、県
民
の
皆
様
に
対

す
る
力
強
い
呼
び
掛
け
を
通
じ
て
、交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
協
会
の
地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
活
動
が
、交

通
安
全
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、県
内
の
交
通
事
故
情
勢
を
見
ま
す
と
、

昨
年
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、平
成
13
年
か

ら
24
年
連
続
で
減
少
と
な
り
、死
者
数
に
つ
き
ま

し
て
も
、戦
後
最
少
と
な
る
22
人
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、今
年
に
入
り
、６
月
末
の

暫
定
値
で
は
あ
り
ま
す
が
、発
生
件
数
が
8
6
8

件
、負
傷
者
数
が
9
7
3
人
、死
者
数
が
10
人
と
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
発
生
件
数
、負
傷
者
数
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、死
者
数
は
３
人
増
加
し
て

お
り
ま
す
。さ
ら
に
、死
者
数
に
占
め
る
高
齢
者
の

割
合
が
８
割
と
依
然
と
し
て
高
く
、歩
行
中
の
事

故
が
昨
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、自
転
車
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、昨

年
2
0
9
件
発
生
し
て
お
り
、前
年
と
比
べ
て
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、そ
の
内
訳
を
見
ま
す
と
、自

転
車
側
に
何
ら
か
の
法
令
違
反
が
見
ら
れ
た
事
故

が
約
65
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
は
、中
学
生
の
約
70
パ
ー
セ
ン

ト
が
着
用
し
て
い
た
の
に
対
し
、高
校
生
、高
齢
者

等
の
着
用
率
は
10
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
低
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、県
警
察
で
は
、高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、高
齢
歩
行

者
が
関
与
す
る
死
亡
事
故
の
多
く
が
、夕
暮
れ
や

夜
間
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
品
や

反
射
材
の
着
用
を
呼
び
掛
け
る
継
続
的
な
広
報

啓
発
や
参
加・体
験・実
践
型
の
交
通
安
全
教
育
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
、横
断
歩
道
の
安
全
対
策
と

し
て
、校
区
全
体
で
横
断
歩
道
に
お
け
る
安
全
対

策
に
重
点
的
に
取
り
組
む「
モ
デ
ル
校
区
」に
お
い

て
、街
頭
活
動
や
指
導
取
締
り
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は「
横
断
歩
道
に
お

け
る
一
時
停
止
の
徹
底
」、歩
行
者
に
対
し
て
は「
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
の
励
行
」を
啓
発
す
る
こ
と
が
、そ
れ

ぞ
れ
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、自
転
車
対
策
と
し
て
は
、来
年
４
月
１
日

か
ら
16
歳
以
上
の
自
転
車
違
反
者
に
対
し
て
、

「
交
通
反
則
通
告
制
度
」が
適
用
さ
れ
る
た
め
、ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
と
合
わ
せ
て
、交
通
ル
ー
ル
を
周
知

す
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
指
導
取
締
り
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
す
た
め
に

は
、前
述
の
啓
発
活
動
や
指
導
取
締
り
に
よ
っ
て
県

民
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
は
県
警

察
だ
け
で
は
な
く
、貴
協
会
を
は
じ
め
、自
治
体
、

事
業
所
、学
校
等
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
て

初
め
て
成
し
得
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
無
い「
日
本
一
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
と
や
ま
の
実
現
」に
向
け
て
、貴
協
会
を
始

め
、関
係
機
関・団
体
の
皆
様
方
と
緊
密
に
連
携
を

図
り
、交
通
安
全
を
め
ぐ
る
課
題
に
真
摯
に
対
処

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後

と
も
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、貴
協
会
の
今
後
益
々
の
御
発
展
と
、会

員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

富
山
県
警
察
本
部

　
　
　
　
交
通
部
長

井
上 

数
也
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　７月６日㈰９時より富山市高島の運転教育センター及び自転車練習コースにおいて第58回交通安全
こども自転車富山県大会（主催：当協会・県警察本部、後援：県交通対策協議会・県教育委員会）を
開催しました。
　この大会は、競技を通じて自転車運転の知識や技能を児童が身に付けるとともに、交通安全意識を
向上させ小学校の交通安全リーダーとして交通事故防止を図ることを目的として毎年この時期に開催
されており、県内14警察署を代表する小学校（14小学校56人）が参加しました。
　出場した選手らが暑い中、競技に真剣に取り組んだ結果、団体の部は南砺市立南砺つばき学舎チー
ムが、個人の部は平田想選手（南砺市立南砺つばき学舎６年）が優勝しました。
　団体優勝した南砺市立南砺つばき学舎の４人の選手は、８月６日㈬に東京都内で開催される全国大
会に当県代表として出場します。入賞したのは次の方々です。

【団体】 優勝：南砺市立南砺つばき学舎チーム、準優勝：小矢部市立石動小学校チーム、
３位：砺波市立砺波東部小学校チーム

【個人】 優勝：平田想（南砺市立南砺つばき学舎６年)、準優勝：中村綸杜（同６年)、３位：中島悠月（同５年)、
４位：平松蒼唯（同６年)、５位：大西杏美（小矢部市立石動小６年)、６位：山作真希(同６年)、
７位：髙野智弘(富山市立古沢小６年)、８位：小柴樺月（富山市立光陽小６年)、
９位：柏朋希（砺波市立砺波東部小６年)、10位：森本結子（高岡市立伏木小６年）

団体準優勝：小矢部市立石動小学校チーム 団体優勝：南砺市立南砺つばき学舎チーム 団体３位：砺波市立東部小学校チーム

学科問題に取り組む児童たち スラローム走行にチャレンジする児童 白バイ隊員による模範走行

団体優勝は南砺市立南砺つばき学舎

第58回交通安全こども自転車富山県大会を開催しました

　

安
全
に
運
転
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

て
も
、身
体
の
機
能
が
低
下
す
る
と
運
転
に
必

要
な
情
報
が
キ
ャッ
チ
で
き
な
か
っ
た
り
、運
転

操
作
が
遅
れ
た
り
し
て
思
い
も
よ
ら
な
い
結
果

を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。検
査
機
器
を
利

用
し
て
ご
自
身
の
身
体
機
能
を
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
当
協
会
で
は
出
張
検
査
を
無
料

で
行
って
い
ま
す
。

　

地
域
の
集
ま
り
や
事
業
所
で
行
う
交
通
安

全
教
室
な
ど
の
行
事
や
催
し
物
で
出
張
検
査

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
住
い
の
地
域
の
支
部

交
通
安
全
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

運
転
に
必
要
な
身
体
機
能
を

　
　
　
　
無
料
で
出
張
診
断
し
ま
す

　

去
る
６
月
11
日
㈬
富
山
電
気
ビ
ル
に
お
い

て
第
20
回
評
議
員
会
（
定
時
）
を
開
催
し
、

次
の
各
議
案
に
つ
い
て
決
議
し
ま
し
た
。

⑴　

令
和
６
年
度
事
業
報
告(

案)

に
つ
い
て

⑵　

令
和
６
年
度
収
支
決
算(

案)

に
つ
い
て

⑶　

理
事
の
選
任(

案)

に
つ
い
て

⑷　

評
議
員
の
選
任(

案)

に
つ
い
て

ま
た
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

⑴ 

令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

に
つ
い
て

⑵ 

令
和
７
年
度
中
の
富
山
県
交
通
安
全
協

会
の
主
要
行
事
に
つ
い
て

⑶ 

令
和
７
年
使
用
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー

ガ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
品
に
つ
い
て

（
公
財
）富
山
県
交
通
安
全
協
会

　
第
20
回
評
議
員
会（
定
時
）の
開
催

「自分の目がどのくらい
の範囲（上下左右）まで
みえているか」を検査す
ることができます。（検査
の一例です。）

視野診断計

－２－

～守ろうよ　チャイルドシートで　子の未来～交通安全年間スローガン（運転者・同乗者）



　
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
が
毎
年
全

国
一
斉
に
調
査
し
て
い
る
、
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
に
お
け
る
横
断
歩
行
者
等
が
い
る

場
合
の
自
動
車
の
一
時
停
止
率
調
査
で
富
山

県
は
昨
年
31.
６
％
と
一
昨
年
か
ら
18.
４
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、
全
国
最
下
位
と
い
う
残
念

な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
令
和
３
年

は
25.
１
％（
全
国
33
位
）、令
和
４
年
は
37.

０
％
（
全
国
25
位
）、
令
和
５
年
は
50.
０
％

（
全
国
20
位
）
と
富
山
県
の
一
時
停
止
率
は

順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

啓
発
活
動
が
必
要
で
す
。

　

当
協
会
、
富
山
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱
、
及
び

県
安
全
運
転
管
理
者
協
会
で
は
、
更
な
る
歩

行
者
優
先
意
識
醸
成
の
た
め
６
月
23
日
㈪
か

ら
８
月
29
日
㈮
の
間
、「
横
断
歩
道
一
時
停
止

〝
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
運
動
〞」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
で
啓
発
Ｃ
Ｍ
を
通
勤
時
間
帯

中
心
に
放
送
す
る
だ
け
で
な
く
、
ぷ
う
ふ
う

亭
み
る
み
る
さ
ん
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務

め
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
水
曜
日
の
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
」
内
で
交
通
安
全
全
に
関
す
る
川
柳
の
募

集
を
お
こ
な
う
な
ど
多
角
的
に
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止
（
歩
行
者
優

先
）
を
県
民
に
呼
び
か
け
ま
す
。

 

○
運
転
者
の
皆
さ
ん

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優

先
は
マ
ナ
ー
で
は
な
く
ル
ー
ル
で
す
。
横
断

歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
歩
行
者
が
い
る
場
合

は
、
一
時
停
止
し
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん

　

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
運
転
者
に
横
断
歩
道
を

渡
る
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。ま
た
、止
ま
っ

て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
伝
え
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
交
通
事
故

が
１
件
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
県
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

横
断
歩
道一時
停
止

“
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
運
動“
推
進
中

「
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文

　
　
　

  

コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集
中

令
和
７
年

「
交
通
安
全
年
間

　
　

 

ス
ロ
ー
ガ
ン（
標
語
）」募
集
中

令
和
８
年
使
用

　

皆
さ
ん
の
家
庭
を
は
じ
め
、学
校
、地
域
等

に
お
い
て
、交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、話
し
合

っ
た
内
容
や
、そ
の
結
果
実
行
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
作
文
に
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、交
通
事

故
を
減
ら
す
目
的
で
、ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し

ま
す
。

　

最
優
秀
作
は
令
和
８
年
春
と
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
で
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
な
り
ま
す
。

応
募
締
切

応
募
区
分

応
募
締
切

応
募
部
門

一
般
部
門
Ａ
（
ど
な
た
で
も
応
募
可
）

　

自
動
車
の
運
転
者
（
同
乗
者
を
含
む
）
に
呼
び
か

　

け
る
部
門

一
般
部
門
Ｂ
（
ど
な
た
で
も
応
募
可
）

　

歩
行
者
等
（
自
転
車
利
用
者
を
含
む
）
に
呼
び
か

　

け
る
部
門

こ
ど
も
部
門
（
中
学
生
以
下
の
み
応
募
可
）

　

こ
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全
を
よ
び
か
け
る
部
門

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

令
和
７
年
９
月
22
日
㈪
消
印
有
効

令
和
７
年
９
月
12
日
㈮
消
印
有
効

　

自
転
車
は
自
動
車
と
同
じ
車
両
で
す
。き

ち
ん
と
点
検
整
備
し
た
安
全
な
自
転
車
で
、ル

ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
緑
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

　

令
和
４
年
12
月
１
日
か
ら
緑
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

（
自
転
車
向
け
保
険
）の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。 

手
続
き
は
簡
単

　

お
近
く
の
自
転
車
安
全
整
備
店
で
、点
検

整
備（
有
料
）を
受
け
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
っ
て
も

ら
う
だ
け
。 

年
齢
に
制
限
な
し

　

年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
入
れ
ま
す
。 

誰
が
運
転
し
て
い
て
も
保
証
の
対
象

　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が
貼
付
さ
れ
た
自
転
車
で
あ
れ

ば
原
則
ど
な
た
が
運
転
し
て
も
補
償
の
対
象

と
な
り
ま
す
。 

も
し
も
の
時
に
安
心

　

緑
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
は
す
べ
て
の
人
身
事
故
の

相
手
が
賠
償
責
任
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

賠
償
責
任
補
償
の
限
度
額
は
１
億
円
。安
心

が
広
が
り
ま
す
。 

安
心
の
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス

　

ス
ム
ー
ズ
な
解
決
の
た
め
に
あ
な
た
に
代
っ

て
保
険
会
社
が
示
談
交
渉
を
行
い
ま
す
。さ

ら
に
、安
心
が
広
が
り
ま
す
。た
だ
し
、自
転

車
の
搭
乗
者
が
業
務
中
の
場
合
は
、対
象
外
と

な
り
ま
す
。（
保
険
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
。）。

※
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
の
有
効
期
間
は
１
年

で
す
。毎
年
１
回
は
点
検
整
備
を
受
け
て
、

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
て
自
転
車
に
も
保
険
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

県内事業所にミニの
ぼり旗を配布し、一時
停止を呼びかけます。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
！

「ありがとう」の気持
ちを伝えるとドライバ
ーはもっと優しい運転
をしようという気持ち
になるんだね。

FMとやまHP

当協会HP当協会HP

とやまるくん

交
通安全

－３－

～危険です　ながらスマホで　踏むペダル～交通安全年間スローガン（歩行者・自転車）



各地区の交通安全活動状況
これらの活動は皆様方からいただいた協力金・賛助金で行っています。
これからもご理解とご協力をお願いいたします。

◆立山町交通安全協会◆

榎町公民館において、地域の高齢運転者を対
象に、「点灯くんミニ」などの診断機器を使用
する「健康と交通安全を考えるドライバーズク
リニック」を開催しました。

◆富山西交通安全協会◆

富山西警察署玄関前に、鵜坂保育園の年長児
が交通事故防止の願いを込めた短冊を付けた
七夕飾りを掲示し、交通ルールを守ることを誓
いました。

◆射水交通安全協会◆

当協会職員と市役所職員が協力し、保育園児
を対象に交通安全教室を開催しました。教室で
は大型紙芝居や交通安全体操などを行った後、
横断歩道を安全に渡る練習も行いました。

◆上市区域交通安全協会◆

ショッピングセンターの来場客に大岩山日石寺
で交通安全の御祈祷を受けた「とやまるくんの
焼き印入り」のコースターとチラシを配り、無
事故無違反を呼びかけました。

◆黒東交通安全協会◆

オートバックスが開催する「グッドドライバーズ
レッスン」の共催として高齢者ドライバーを対
象に視野検査や動体認知検査を実施しました。

◆氷見市交通安全協会◆

運転者や歩行者が、花壇の花を見て心にゆとり
を持つことで交通安全になるよう、窪小学校の
児童と共に氷見警察署前交差点に設置されて
いるふれあい花壇を植栽しました。

◆富山中央交通安全協会◆

岩瀬スポーツ公園前道路において、萩浦保育
園の園児が作成した交通安全メッセージ入り
のカードと啓発チラシを通行する運転手に手
渡し、交通事故防止を呼びかけました。

夏の交通安全県民運動に先立ち、市民の交通
安全意識の高揚に一役買っていただくため、プ
ロサッカーＪ２カターレ富山所属の松岡大智選
手を交通安全大使に委嘱しました。

さわやか運動の日にあわせて、桜井高校にお
いて、登校する生徒にチラシなどを配付し、自
転車乗車時のヘルメット着用やマナーアップを
呼びかけました。

◆黒部市交通安全協会◆

◆砺波市交通安全協会◆

太田認定こども園において、４歳～５歳児を対
象に、交通安全教室を開催しました。教室で
は、園児と横断歩道を渡る際の「止まる」「見
る」「聞く」の3つをお約束しました。

◆富山南交通安全協会◆

中学生の自転車乗車時の事故防止を目的とし
て、山室中学校において、自転車シミュレータ
を使用した体験型の交通安全教室を開催しま
した。

◆魚津市交通センター◆

魚津にじいろこども園において、当協会が後援
するトヨタ交通安全教材贈呈式が行われ、その
際に実施した交通安全教室では、園児たちに
安全な横断歩道の渡り方を指導しました。

◆南砺市交通安全協会◆

歩行者が横断歩道を渡る際、手のひらを運転
者に見せる合図「ハンドサインおシェル」と銘
打ち、貝（シェル）をあしらったマスコットを運
転者に配布し、歩行保護を呼びかけました。

◆高岡交通安全協会◆

といでこども園の園児が交通安全に関する願
いを書いた短冊を取り付けた七夕飾りを、高岡
警察署、高岡防犯協会戸出支部などの協力を
得て、JR戸出駅の駅舎に掲示しました。

◆滑川市交通安全協会◆

◆小矢部市交通安全協会◆

小矢部警察署において、当協会・警察署の交通
安全啓発活動などに協力していただく石動西
部こども園の年長園児に対し、メルヘンポリス
の委嘱状の交付を行いました。

各地区の交通
安全活動はこ
ちらからもご覧
になれます。

－４－

～青だけど　自分の目で見て　たしかめて～交通安全年間スローガン（こども）


